
【礼拝式次第】 【先週集会状況】

【次週(７月１２日)礼拝式当番者】
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東 金 教会〔 ２ ７ 〕日本 キ リ ス ト 教 団

2 0 2 0 年 7 月 5 日

主日礼拝献金(6/28)……３４,３１８円
教 会 学 校 献 金 ( 6 / 2 8 ) … … , 円

 【礼拝心得】
 ①礼拝は前奏から後奏までを守る。
 ②入堂したら私語を交さず、前奏までの時を黙想する。
 ③遅れてきた者は静かに入堂し、特に祈梼の時は入堂を
　控え、その場で共に祈りを守る。
 ④礼拝後は互いに挨拶を交し、交わりの時を持つ。
 ⑤各自週報棚を整理し、欠席者に週報を届ける。

【集会案内】
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1 596教会学校 ( 6 / 2 8 )

聖書輪読会(6/28) 42２

2 21 5 3 7

聖研祈祷会(7 / 1 )

計女男
主日礼拝( 6 / 2 8 )  

 集 　 会 　 名  

【次週(７月１２日)礼拝案内】

【今日のメッセージ】

【
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書
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ら
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　 題　　〈主イエスの意識〉

中 村
藤 田
中 村
鈴 木
梅 田
梅 田

王
寺 内
足 立
藤 本
中 村
岡 部
戸 波

聖書研究祈祷会
早 天 祈 祷 会
聖 書 輪 読 会
礼拝準備祈祷会

7月8日(水)午後７時半～
月～土7時(除祭日)メーヤー館
7月12日(日)9:50-10:10
7月12日(日)10:25-10:30

【報告】
☆去る６月２９日の教会総会において足立　
　、安延　　、藤本　　の各兄姉が選任さ
   れました。宜しくお願い致します。又、井
　上　、藤田　　、宮中　　のお三方は任期
　満了で退かれました。お働き有り難うござ
　いました。
☆本日のＣＳ教師任職式において中村　　、
　中村　　　のお二人が教会学校のお働きに
　加わって下さいました。宜しくお願い致し
　ます。
☆先週の千葉支区の日献金は54,600円でし
　た。感謝してご報告致します。また翌２９
　日に持たれた支区伝道協議会は２９教会５
　４名が集い、支区の将来について論議がな
　されました。
☆７月２３日（海の日）は例年のようにメー
　ヤー館で東総分区集会が持たれます。今年
　は東南アジアのキリスト教と題して上総大
　原教会の松谷好明先生がご用に当たってく
　ださいます。～掲示板をご覧下さい。
☆千葉支区祈りのカレンダー（掲示板）、今
　週は五香教会が対象教会です。お祈り下さ
　い。
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【７月５日～７月１１日の誕生者】
○7／3土屋　　兄　○7／5小原　兄　○7／5土屋
　君　※おめでとうございます。主に繋がる枝々で
あることを覚え、皆で祈り合わせて参りましょう。
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　題　［徴税人レビの召命］
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マルコ福音書２：１３～１７

〔徴税人レビの召命〕

年度目標
聖 句 良いし知らせをエルサレムに伝える者よ。

声をあげよ、恐れるな　　イザヤ書４０章９節
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